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た だ れい
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論文内容の要旨

(目的)

アレルギ、_'性結膜炎は日常よく遭遇する疾患であるにもかかわらず 軽症のためか現在まであまり研

究されず，その実態については不明な点が多い。近年の免疫学の進歩に伴い本症のようなアレルギー疾

患に適用できる数多くの診断手段が開発された乙とから，本症を乙れらの手段で検討することが可能と

なった。また花粉症の増加によりアレノレギー性結膜炎の症例は増加の一途を辿っており，本疾患の病態

を把握することは意義のあることと考えられる。そこでアレノレギ、ー』性結膜炎の臨床像を多数例の観察を

通じて明らかにし また誘発反応によって免疫学的異常および発症機序の一端を解明しようと試みた。

(方法ならびに成績)

499例のアレjレギー性結膜炎患者を対象に以下の検討を行った。

① 年齢・性別・季節性

患者 499 例中，男 208例，女 291 例であった。年齢分布は男では 10才がピークで以下漸減し，女では，

10才代前半と 30才代に 2 峰性のピークを有していた。好発季節は，通年性が最も多く，次いで春だけの

症例が多かった。

② 合併症・既往症・家族歴

合併症・既往症では，アレノレギ、ー』性鼻炎の合併率が最も高かった。家族歴では，第 1 親等の約%に何

らかのアトピー性疾患がみられた。

③ 皮内反応・血中好酸球数・血清IgE

ハウスダスト，スギ，カモガヤ， ブタクサ，カンジダ，アノレテルナリア，ネコ毛の 7 種のアレノレゲン
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を用いて皮内反応を行った。

ハウスダストの陽性率が最も高く，次いでスギ花粉，カンジダの順であった。血中好酸球数，血清

IgE は両者とも平均値は正常範囲内であったが，血中好酸球数に関しては，約半数弱の症例が高値を示

し，血清 IgE では約%の症例が高値であった。

④ 抗IgE 抗体点眼による誘発反応

結膜嚢へ抗IgE 抗体を点眼し，即時型アレルギーを誘発しその前後の涙液内 c-AMP ， c-GMPの推移

を検討した。抗IgE 抗体点眼lにとより涙液 C 一AMP は上昇傾向を示しし，点眼後の増減および

の上昇する割合lに乙おいて健常例との間iに乙有意差を認めた。 C 一GMP も同様iにと，点眼後の増減ならびに上

昇する症例の割合で 健常例に比し有意に上昇していた。

⑤ ß-stimulant 点眼による誘発反応

ß-stimulant としてisoproterenol 塩酸塩注射液 (0.2mg /m1) を点眼し，その前後の涙液 c-AMP，

c-GMP の変動を調べた。 c-AMP は点眼後15分で最高値に対し 60分で元のレベノレに戻った。点眼前

と点眼後15分の涙液 c-AMP の値の比(点眼後15分値/点眼前値)をとって検討したところ，アレルギ

ー性結膜炎は健常例に比し，低値を示し， ß-stimulant'乙対する結膜の反応性の低下が示唆された。涙

液c-GMPに関しては，誘発lとより変動を認めなかった。

⑥ ヒスタミン点眼による誘発反応

塩酸ヒスタミンを生理食塩水に溶解し~ 10-7 , 1σ6 ， 1σ5 ， 1σ4 ， 1σ3 g ;.狩ú!の各濃度のものを作製し，

低濃度から点眼して結膜充血，掻痔または眼痛の出現する闘値濃度を調べた。アレルギー性結膜炎は健

常例に比し，低濃度で結膜充血，掻庫または眼痛が起こり， ヒスタミンに対する感受性が克進している

と考えられた。

(総括)

アレルギー性結膜炎の臨床的特徴として以下のことが明らかにされた。

やや女性i乙多く男性と女性では年齢分布lζ明らかに相違がみられた。好発季節は通年型が多かったが，

春に好発するものも多く花粉症の関与が考えられた。合併症ではアレルギー'性鼻炎の合併率が高く，皮

内反応ではハウスダス卜の陽性率が最も高く花粉がこれに次いだ。血中好酸球数，血清 IgE の平均値は

正常範囲内であったが症例によっては高値のものもみられた。

誘発反応 lとより以下のことが明らかにされた。

抗IgE 抗体点眼lとより涙液 c-AMP， c-GMP は上昇傾向を示し，結膜アレノレギーにおいて，これら

2 種の cyclic -nucleotides がアレノレギ一反応に深くかかわっていることが示唆された。

ﾟ -stimulant ，乙対する結膜の反応性は低下しておりアレルギー性結膜炎における ß-receptor の機

能低下の可能性が考えられた。

ヒスタミンに対する結膜の感受性は克進しており ， ﾟ -receptor の機能低下とともにアレノレギー性結

膜炎の発症因子となりうる乙とが示唆された。
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論文の審査結果の要旨

実態が不明であったアレルギー'性結膜炎の症例を多数例観察して その疫学的特徴と免疫学的特徴を

明らかiとするとともに，抗IgE 抗体の点眼に対する涙液中 cyclic nucleotide の動態を検討した結果，涙

液中c-AMP ， c-GMP が共に上昇する傾向を認めている。また， ß--stimulantの点眼に対する結膜の

反応性を検討した結果，結膜の ß-recepter の機能低下を示唆する結果を得ている。 さらに結膜に対す

るヒスタミン点眼試験では， ヒスタミンに対する結膜の過敏性が存在することを証明している。

本研究は，これらの誘発反応で観察された現象が本症の発症機序ならびに病態の一端となっていること

を示した点で意義のあるものと考える。
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